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県
が
子
育
て
支
援
策
を
拡

充
す
る
財
源
確
保
の
た
め
と

し
て
、
小
中
学
校
の
少
人
数

学
級
編
制
を
縮
小
す
る
見
直

し
案
を
示
し
た
問
題
で
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め

る
島
根
の
会
は
２
月
１
８

日
、
現
行
制
度
の
継
続
を
求

め
る
保
護
者
ら
計
１
万
１
７

３
８
人
分
の
署
名
を
県
と
県

議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
か
ら
も
「
現
状
維
持
」
を

求
め
る
計
４
万
４
３
５
０
人

分
の
署
名
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。 

県
庁
を
訪
れ
た
村
上
一

（
ま
こ
と
）
代
表
は
「
県
民

の
多
く
が
反
対
し
て
い
る
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
、
縮
小

は
や
め
て
ほ
し
い
」
と
強
調
。

「
現
場
主
義
を
掲
げ
る
丸
山

達
也
知
事
に
は
学
校
や
保
護

者
の
声
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
」
と
強
く
要
請
し
ま
し
た
。 

藤
原
孝
行
副
知
事
は
「
ご

意
見
は
知
事
に
き
ち
ん
と
伝

2020 年 

 

 

 

「
改
正
健
康
増
進
法
」
が
今
年
４
月

１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
、
飲
食
店

な
ど
屋
内
施
設
で
は
原
則
禁
煙
に
。

こ
れ
ま
で
建
物
や
店
舗
の
入
り
口
に

灰
皿
が
置
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た

が
、
た
と
え
屋
外
で
あ
っ
て
も
、
非

喫
煙
者
が
多
く
通
行
す
る
場
所
に
喫

煙
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
る
▼
４
月
以
降
は
、
建
物
や

飲
食
店
な
ど
に
は
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
の

有
無
を
ス
テ
ッ
カ
ー
（
標
識
）
な
ど

で
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
提
示
せ
ず
、
自
治
体
へ

の
申
請
な
し
で
客
に
喫
煙
を
さ
せ
て

い
た
場
合
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
、

最
大
で
５
０
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
喫
煙
者

も
喫
煙
エ
リ
ア
の
外
で
た
ば
こ
を
吸

っ
た
場
合
、
３
０
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
。
但
し
、
バ
ー
や
ス

ナ
ッ
ク
、
小
規
模
店
舗
な
ど
の
一
部

の
営
業
形
態
に
つ
い
て
は
、
喫
煙
が

認
め
ら
れ
る
「
経
過
措
置
」
も
▼
喫

煙
者
に
と
っ
て
、
今
回
は
特
に
厳
し

い
対
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
世
界
的
に
見
て

も
対
策
が
不
十
分
だ
と
い
わ
れ
て
き

た
日
本
の
受
動
喫
煙
対
策
を
考
え
る

と
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
▼
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
昨
年
１
２
月
に

行
っ
た
調
査
で
「
た
ば
こ
が
吸
え
な

く
な
っ
た
ら
困
る
場
所
は
？
」
で
は

「
居
酒
屋
」
が
７
７
・
４
％
と
最
も

多
く
、
今
回
の
全
面
施
行
で
実
際
に

規
制
さ
れ
る
場
所
が
１
位
と
い
う
結

果
に
▼
喫
煙
場
所
が
減
っ
て
喫
煙
場

所
に
困
る
「
た
ば
こ
難
民
」
が
多
く

な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。「
喫
煙
」

か
「
禁
煙
」
か
。
お
酒
を
提
供
す
る

飲
食
店
に
と
っ
て
も
喫
煙
者
に
と
っ

て
も
悩
ま
し
い
春
に
な
る
。 

（
遠
） 

「
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど

で
た
ば
こ
を
片
手
に
ビ
ー
ル

で
乾
杯
！
」
こ
ん
な
光
景
が
４

月
か
ら
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

 発行所 松江市袖師町３－６   TEL 0852－24－2444  

    日本共産党島根県委員会  FAX  0852－24－6369 

え
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

署
名
と
同
趣
旨
の
請
願
書

を
受
け
取
っ
た
中
村
芳
信
県

議
会
議
長
は
「
文
教
厚
生
委

員
会
で
丁
寧
に
、
し
っ
か
り

議
論
し
て
適
切
な
結
論
を
出

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。 

請
願
の
紹
介
議
員
の
日
本

共
産
党
の
尾
村
利
成
、
大
国

陽
介
の
両
県
議
が
同
席
し
ま

し
た
。 

進
め
て
こ
そ
オ
ー
ル
島
根
の

島
根
創
生
に
な
る
」
と
強
調
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支

援
員
不
足
を
人
材
派
遣
で
賄

う
発
想
に
つ
い
て
「
支
援
員

を
モ
ノ
扱
い
す
る
も
の
で
、

子
ど
も
へ
の
愛
情
と
健
や
か

な
成
長
を
願
う
も
の
で
は
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
は
２
月
１
９
日
、
県
議

会
地
方
創
生
・
行
財
政
改
革

特
別
委
員
会
で
、
教
育
現
場

や
市
町
村
の
声
を
十
分
に
聞

か
ず
、
一
方
的
に
少
人
数
学

級
編
制
縮
小
案
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、「
市
町
村
と
力

を
合
わ
せ
、
丁
寧
に
協
議
を

午後２時～４時 

打
ち
出
し
た
小
中
学
校
の
少

人
数
学
級
編
制
の
縮
小
見
直

し
に
つ
い
て
「
学
校
現
場
が

喜
び
歓
迎
し
て
い
る
現
行
の

少
人
数
学
級
編
制
を
守
る
た県民会館・大会議室 
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め
全
力
を
尽
く
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

２
１
日
は
出
雲
市
、
奥
出

雲
町
な
ど
で
宣
伝
し
ま
し

た
。 

 

中
国
地
方
の
日
本
共
産
党

は
２
月
２
１
日
、
一
斉
宣
伝

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

松
江
市
で
は
２
０
日
、
尾

村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両
県

議
、
橘
祥
朗
、
吉
儀
敬
子
、

田
中
肇
の
市
議
団
、
吉
井
安

見
・
党
県
委
員
が
宣
伝
し
、

「
安
倍
首
相
の
『
桜
』
疑
惑

は
、
国
政
私
物
化
と
い
う
国

政
運
営
の
土
台
に
か
か
わ
る

大
問
題
。
疑
惑
の
徹
底
解
明

中
村
議
長
に
署
名
と
請
願

書
を
提
出
す
る
村
上
代
表
ら

（
県
議
会
） 

 

は
急
務
だ
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
中
国

電
力
が
島
根
原
発
の

放
射
性
廃
棄
物
を
一

時
的
に
保
管
す
る
「
サ

イ
ト
バ
ン
カ
建
物
」
の

放
射
線
管
理
区
域
で
、

法
令
で
定
め
る
巡
視

業
務
を
怠
り
、
虚
偽
報

告
し
て
い
た
問
題
に

触
れ
、
「
何
度
も
不
祥

事
を
続
け
る
中
電
に

原
発
を
動
か
す
資
格

は
な
い
」
と
批
判
し
ま

し
た
。（
写
真
） 

大
国
県
議
は
、
県
が

民
青
同
盟
県
委
員
会
は
２

月
１
０
日
、
出
雲
市
で
代
表

者
会
議
を
開
き
、
今
後
１
年

間
の
「
活
動
方
針
」
を
決
め

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
大
国
陽
介

県
議
が
あ
い
さ
つ
し
、「
青
年

が
気
候
変
動
問
題
な
ど
世
界

の
様
々
な
運
動
の
先
頭
に
立

っ
て
い
る
。
学
習
を
力
に
み

な
さ
ん
も
活
動
を
発
展
さ
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。 

活
動
方
針
の
討
議
で
は
、

週
１
回
の
班
会
を
実
現
し
、

仲
間
を
増
や
し
て
き
た
経
験

や
、
街
頭
で
対
話
し
た
青
年

の
要
求
な
ど
を
交
流
し
ま
し

た
。 「

青
年
に
希
望
を
伝
え
、

大
き
な
民
青
を
つ
く
ろ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
決
議

を
採
択
し
、
東
日
本
大
震

災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
９

年
を
迎
え
る
福
島
県
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。 

 

民
青
新
県
委
員
長
に 

後
藤
真
実
子
さ
ん 

 

新
県
委
員
長
（
非
専
従
）

に
２
月
か
ら
後
藤
真
実
子
さ

ん
（
２
３
）
が
就
任
し
ま
し

た
。
後
藤
さ
ん
は
、
鳥
取
短

期
大
学
卒
業
後
、
出
雲
市
内

の
保
育
施
設
に
保
育
士
と
し

て
勤
務
。
出
雲
市
在
住
。 

前
県
委
員
長
の
吉
井
安
見

さ
ん
は
、
党
中
部
地
区
委
員

会
勤
務
（
常
任
委
員
）
と
な

り
ま
す
。 


